
 

  ２０１５年度（平成２７年度） 
 

①  （新規）和歌山県における UI ターンの現状調査 

「和歌山県における U ターン・I ターンの可能性と課題の研究」 

   人口減社会に対応するため、和歌山県のすべての自治体でも平成２７年度末までに

人口予測ならびに地方創生総合戦略を策定し、２８年度から具体化に向けての取り組

みが始まっています。 

和歌山県の人口（速報値）は、平成２７年国勢調査（速報値）によると１０月１日現

在９６万３８５０人で５年前調査（平成２２年 １００万２１９８人）と比較して３．

８３％３万８３４８人減少し、人口減少に歯止めがかかっていません。そうしたいっぽ

う、紀南地方をはじめ県内各地で和歌山県をめざす I ターン、U ターン者もみられ、平

成１８年度から２７年度まで１０か年の県内移住者は１０００人を超え、２７年度は

２２３人（いずれも和歌山県まとめ）にのぼります。「田園回帰現象」を反映したもの

かどうか、注目されます。 

きのくに活性化センターでは、平成２７年度事業の柱として紀南地域における UI タ

ーンの現状と課題を明らかにすることを目的に、現地調査を進めてきました。調査は一

部地域を残しほぼ完了し、報告書の作成作業を進めています。調査内容は、この夏には、

報告書「UI ターンと切り開く～地域コミュニティ再生への道～」（仮題）としてまとめ

ます。なお、この調査研究には和歌山県地域・自治体問題研究所が参画し、紀北、紀中

で移住者調査を実施しており、あわせて一つの報告書にまとめます。 

 

 調査実施期間： 平成２７年１０月～平成２８年４月 

 調査地域  ： 紀南地域７市町村 

        （紀北・紀中５町村） 

研究調査担当： きのくに活性化センター事務局 

和歌山大学南紀熊野サテライト大学院受講生 

協  力  ： 各市町村担当職員 

        現地住民 

 聞き取り調査を行なった地域と移住者は、つぎのとおりです。 

地域別： 

田辺市龍神村４人。本宮町６人。中辺路町６人 

新宮市    ４人 

串本町    ３人 

古座川町   ４人 

那智勝浦町  ２人 

白浜町    ２人（未） 



すさみ町   ２人 

計   ３３人 

 

男女別：  男子２５人  女子６人 

年齢別：３０歳代～６０歳代  ３０歳～４０歳代が中心（２０歳代を含む） 

 ＊インタビューの対象の移住者は、原則若い世代としました。 

移住別：  I ターン２１人 U ターン８人孫ターン２人 

職業：   林業、漁業、農業 

     アーティスト（映像作家・木工作家など）、飲食店経営、会社経営、講師 

     コンピューター関係、介護施設職員、集落支援員、地域おこし協力隊員、そのほ

か調査では、新たな住民を迎えた地元の受け止め方も紹介します。 

 ＊職業は多種多様です。第一次産業への就職もみられたほか、地方でも仕事が可能なク 

リエーター、福祉関係も特徴としてあげられます。 

 

報告書の編集方針：  

 調査結果に基づき報告書を作成します。「移住ヒストリィ─移住者は何を求めているか」

「移住を阻むのは何か」「若者の田園回帰と和歌山県」「移住者と地域コミュニティ」を柱に

執筆、編集する方針です。 

 

自治研担当の紀北・紀中地域は、かつらぎ町・紀の川市・日高川町・みなべ町での取材が終

了し、有田・海草の取材を継続しています。みなべ町は、報告書では紀南地方で紹介します。 

 

② （継続） ブックレット「廃校舎活用モデル」作成にともなう追加取材 

  紀南地方を中心とする廃校舎を中心にして、冊子「廃校舎活用と地域コミュニティ」の

発行に向けた研究調査を継続中で、あらたに紀北・紀中地方の廃校舎（かつらぎ町天野・

紀美野町真国宮・下津町大崎）を加えた１０校をモデルに作成します。 

 

③ （新規）「紀伊半島のさんま食文化研究会」設立 

平成２６年度の事業を受けて、熊野の代表的な食文化のひとつであるさんまずしの文

化を地域資源として再評価し、地域づくりに活かすとともに、日本の魚食文化を熊野から

発信することをめざす。食文化の観点から紀伊半島の「個性」を考察する試みで、２７年

度は料理研究家や食を活かした地域づくりの取り組みをしている市民との意見交換にと

どまりました。 

④広報活動「NEWS きのくに」発行について 

 ・「NEWS きのくに」は Vol.２１、２２号を発行 

  地方創生総合戦略の本格的なスタートを前に、「地方創生の課題」「地域づくり」をテー

マに和歌山大学経済学部教員による寄稿、紀南地方の各地で地域づくりに取り組む人



たちを紹介しました。昨年度は、シリーズで紹介している「地域を創る女性たち」に加

えて、地方行政の最前線で活躍する市町村職員にも原稿をお願いし、紙面を構成しまし

た。また、紀南地方における文化や動きについての“読み物”として地域研究を掲載し

ました。 

 

【大学】 

和歌山大学経済学部 大澤 健、中島正博両教員 

【自治体】 

古座川町健康福祉課 仲本耕士 

上富田町教育委員会  平尾好孝 

太地町教育委員会教育長 宇佐川彰男 

新宮市魅力発信女子部 勢古口千賀子 

【女性】 

上富田町：幾島浩恵 （防災） 

串本町：丸石恵子  （串本トルコ文化交流） 

田辺市：廣本恵子  （婚活） 

新宮市：勢古口千賀子（官民共同女性組） 

  【地域】 

田辺市 ㈱たがみ 田上雅人 

                             


